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 新潟県女性財団では、基本方針「基幹事業の充実」「市町村や各種

団体との連携の強化」にそって、下記の事業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6／19（月）～25（日）に、新潟ユニゾンプラザで開催します。財

団主催の講演会の他に、県内で活動する団体主催のワークショップ

を行います。詳細は、チラシやホームページでお知らせします。 

 

☆講演会 「男性にとっての男女共同参画 ～男女がともに輝ける社会～ 」 

【日 時】6 月 25 日（日）13：30～15：30 

【講 師】多賀太さん（関西大学文学部教授・（一社）ホワイトリボンキャンペーン・ジャパン共同代表）

【会 場】新潟ユニゾンプラザ 4 階 大研修室 

【参加費】無料  

【保 育】あり（要申込・先着順） 

【参加申込】5 月 19 日（金）から受付を開始します。 

【講師：多賀太さん】 

☆各団体主催によるワークショップ 

のっぴーず／レインボーグッズ『いっぽずつ』／マドレボニータ新潟／NPO 法人子ども・人権ネット CAP・

にいがた／ライフオーガナイザー新潟／NPO 法人日本車いすダンススポーツ連盟新潟／NPO 法人健康生きが

いづくり新潟／NPO 法人日本ファシリテーション協会新潟サロン／TA カウンセリング勉強会／NPO 法人ワー

キングウィメンズアソシエーション／（一社）ホワイトハンズ／チーム・コカルベ／NPO 法人女のスペース・

にいがた／新潟ドリームプランプレゼンテーション実行委員会／NPO 法人ハートフルコミュニケーションチー

ム新潟／連合新潟女性委員会／哲学ＣＡＦＥ／LGBT にいがた LOVE 1 Peace／北京 JAC・新潟／Lealea 

にいがた女
ひと

と男
ひと

フェスティバル 

平成 29 年度事業案内 
 

●情報事業 

１）ホームページによる情報の提供 

２）啓発誌等の発行 

①啓発誌「BOOK balance」の発行 

②機関紙による情報の提供 

３）ビデオ上映会の開催 

 

●支援・交流事業 

１）企業交流会 

２）行政職員交流支援事業 

３）にいがた女
ひと

と男
ひと

フェスティバル開催事業 

４）各種団体との連携・協働等（団体支援事業） 

①NPO 等各種団体の自主的な活動の支援 

②各種団体の主催事業への運営協力 

●研修事業 

１）人材育成セミナー 

①男女共同参画の視点からの人材育成セミナー 

（男女の制限なし） 

②女性活躍推進セミナー（女性対象） 

２）共同参画ファシリテーター養成事業 

３）地域セミナー 

①市町村との共催セミナーの開催 

②市町村主催事業への運営協力 

③市町村の協力による出前セミナーの開催 

４）女性センター講座 

５）保育ヘルパーグループ研修＆交流会 

６）男性向け講座 

７）ワーク・ライフ・バランス推進セミナー 

（受託事業・予定） 

８）働く母親を応援する子どもの生活自立支援事業 

（助成事業） 

 

 

 

 

 



 

4・5 月に開催する人材育成セミナーです。詳細は、ホームページ

（http://www.npwf.jp）に掲載しますのでご覧ください。 

 

 

 

12 月 19 日に新潟市で、1 月 29 日には上越市で『産後が始まった！』の

著者で現役パパの渡邊大地さんを講師にお迎えして、「夫婦で考えるワー

ク・ライフ・フューチャー」を開催しました。これは、新潟県（労政雇用

課）から「ワーク・ライフ・バランス推進事業」を受託し行ったものです。子育て中のご夫婦を中心に、新潟会場

では 36 人、上越会場では 30 人の参加がありました。 

会場を「お父さんシート」「お母さんシート」に分けて、男女別々に座ってもらいます。まずは、出産のおさら

いとして「赤ちゃんのへその緒はどこにつながっているのか」「産後のお母さんが夫にして欲しかった家事は何

か」など、講師からの出題にグループごとの話し合いを交えながら進められました。講師は、今日から時間とテー

マを決めて「夫婦会議」をして欲しいと参加者に提案しました。子育ては判断の連続です。夫婦で話し合って決め

たことは、失敗したとしても修正可能です。そういう体験を積み重ねるスタートとして欲しいと話しました。 

 参加者からは、「ワークとライフについて、グループワーク、他のグループの意見を共有できて、とても参考に

なった。」「日頃、夫婦で話す機会があまりないため、これをきっかけに会話を増やしていきたい」などの感想が

よせられました。 

 その後 1、2 月に「育休ママのための職場復帰準備セミナー」と「妻が育休後、職場復帰します」を開催しまし

たが、上記セミナーの参加者や話題が 2 つの講座につながりました。連続して行うことで子育て中の人を対象とし

た事業を関連づけることができたのは、うれしい副産物でした。 

 

男女共同参画ハンドブックシリーズ BOOK balance「frame をはずして、

きっとあした 私らしく」vol.9 を発行しました。これは男女共同参画社会を

実現するための課題をテーマにした啓発誌で、年 1 回 3 月に発行しています。

研修会等の資料として活用できますので、ご希望の方は当財団までお問い合わせください。 

 

【特集】「家族」のかたち 

☆あなたにとって家族とは何ですか？ 

☆家族アラカルト 

☆一家だんらん 

☆家を買う？ 

☆介護は突然に 

☆視点 変容する家族と社会 ～緩やかな「つながり」を求めて～ 

土堤内 昭雄（ニッセイ基礎研究所主任研究員） 

 

セミナー名 日時 講師 受講料 

働く女性のための入社 1 年目から役立つ 

ビジネスコミュニケーション 
4 月 16 日（日）10 時～17 時 

内田友美さん 

（株）HR インスティチュートソーシャルフェロー 
5,000 円 

チームの問題解決を促進する 

「質問によるマネジメント」 

基礎編 5 月 13 日（土）10 時～16 時 堀 公俊さん 

日本ファシリテーション協会フェロー 

5,000 円 

応用編 5 月 14 日（日）10 時～16 時 5,000 円 

 

編集・発行／公益財団法人 新潟県女性財団 
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